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三羊しくは

(看護師修学資金)制度もあります

ご自由に

お持ち

ください

地域の皆さんや連携機関の皆さんと  病院広報誌「サツキ晴れ」のLINE
「みよし市民病院」を情

報で繋ぐ、広報誌連動型

コミュニケーションサイト。

ぜひご覧ください。
―
辮

(公式〉アカウントを開

設しました。QRコードか

ら「友だち追加」をお願

いいたします。 Ⅷ

病院広報誌 特設サイト LINE(公式)アカウント

キ

漁

ツ
帝

山一ＨＷ′′　螂雌
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みよし市民病院の理念  みよし市を愛し、みよし市民の健康に寄与することを誓います。

□ 常に医療の進歩に目を向け、質の向上に努めます。

日 市民の皆さんに信頼される医療を行います。

□ 地域医療の向上を目指し、保健・福祉との連携を図ります。
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2

基本方針

患者さんの尊厳を重視し、公正な医療を行います。

思いや
',と
、心のふれあいを大切にした医療を行います。

みよし市民病院 広報誌
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コ田TOPICS
団 みよし市民病院を支えるチーム活動

題臼みよし市民病院職員募集中!

鞠親帷めます『
当院では昨年、内科に村瀬吉郎医師 (副院長)、 眼科に丼岡大樹医師 (医長)を迎

え、診療体制がさらにパワーアップしました。とくに眼科では手術体制が整い、

白内障などに対して、日にやさしい手術を積極的に行つています。今号は、そんな

眼科の医療体制について特集しました。どうぞご一読ください。
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みよし市民病院

職員募集中 !

みよし市民病院では、私たちと一緒に

地域医療に貢献してくれる伸間を募集しています。

まずはお問い合わせください。

みよし市民病院の看護師をめざす学生の皆さんに、修学

資金を貸与します。勤務年数に応じて、返還が免除されま

すので、ぜひお申し込みください。

募集職種

資格 看護師の資格を有する人

年齢 昭和37年 4月 2日以降に生まれた人

資格 介護福祉士の資格を有する人、また

は介護職員初任者研修修了者の資

格を有する人

年齢 昭和37年 4月 2日以降に生まれた人
ノ
ｒ
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お問い合わせ

みよし市民病院管理課

TEL 0561山 33‐3300 Ⅷ

SPECIAL R[PORT

「目」を守ることは
全身の健康を守ること。 Φ乳点此庫原源肝 キ

れ
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中日新聞「リンクト」
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「目」を守ることは
全身の健康を守ること。

加齢に伴うさまざまな目の疾患を適切に治療し

高齢者のイキイキとした暮らしを支え続ける。

自
内
障
な
ど
に
対
す
る

手
術
治
療
に
力
を
注
ぐ
。

「先
生
、
す
ご
く
よ
く
見
え
ま
す
」
。
手
術
の

翌
日
の
診
察
で
、
Ｓ
さ
ん
（
７０
代
女
性
）
は
声
を

弾
ま
せ
て
報
告
し
た
。
Ｓ
さ
ん
の
病
気
は
、
白
内

障
。
水
晶
体
と
け
つ
レ
ン
ズ
に
相
当
す
る
部
分
が

年
齢
と
と
も
に
白
く
濁
り
、
視
界
が
ば
や
け
て
霞

む
よ
う
に
な
り
、
視
力
も
０
，
３
く
ら
い
ま
で
低
下
。

新
間
を
読
む
に
も
、
薬
を
飲
む
に
も
時
間
が
か

か
り
、
不
便
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
思
い
切
っ
て

手
術
を
受
け
て
視
力
と
視
野
を
改
善
さ
せ
た
Ｓ

さ
ん
は
、
以
前
の
よ
う
な
快
活
な
生
活
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
手
術
を
行
っ
た
み
よ
し
市
民
病
院
・眼
科

医
長
の
井
岡
大
樹
Ｓ
の
お
か

だ
い
き
）
は
、
次
の

よ
う
に
話
す
。
「社
会
の
高
齢
化
に
伴
い
、
白
内
障

を
患
う
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
ね
。

ご
く
早
期
で
あ
れ
ば
、
目
薬
を
出
す
先
生
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
進
行
す
る
と
、
根
本
的
な

治
療
法
は
手
術
に
な
り
溝
す
」
。
白
内
障
の
手
術

は
通
常
、
局
所
麻
酔
で
行
わ
れ
る
。
薬
を
点
眼
し

て
目
の
表
面
に
麻
酔
を
か
け
、
白
目
の
と
こ
ろ
に

小
さ
な
創
口
を
作
り
、
超
音
波
の
器
具
を
挿
入
。

最
小
限
の
超
音
波
の
力
で
水
晶
体
の
濁
っ
た
部
分

を
砕
い
て
吸
引
し
、
そ
フこ
に
人
工
の
レ
ン
ズ
を
挿
入

す
る
。
手
術
時
間
は
２０
分
程
度
と
非
常
に
短
く
、

体
へ
の
負
担
は
比
較
的
少
な
い
。
日
帰
り
手
術
を

行
う
施
設
も
あ
る
が
、
同
院
で
は
安
全
性
を
最
優

先
し
、
日頭
低
で
も
１
泊
２
日
の
入
院
で
行
っ
て
い

る
。
「術
後
も
合
併
症
予
防
や
絹
膜
の
む
く
み
な

み
よ
し
市
民
の
目
の

健
康
を
守
っ
て
い
く
。

同
院
の
眼
科
で
は
、
も
の
も
ら
い
や
結
膜
炎
を

は
じ
め
と
し
た

一
般
的
な
眼
科
疾
患
に
幅
広
く

対
応
。
糖
尿
病
網
膜
症
や
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど

の
網
膜
疾
患
、
緑
内
障
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患

に
適
し
た
治
療
を
提
供
し
て
い
る
。
た
だ
、
昨
年

か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
受
診
を
控
え
て
い
る
患
者
が
増
え
て
い
る

こ
と
も
事
実
だ
。
「明
ら
か
に
患
者
さ
ん
が
減
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
が
悪
化
し
な
い

か
心
配
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
緑
内
障
は
目
薬
で

進
行
を
抑
え
る
治
療
が

一
般
的
で
す
が
、
日
薬
が

切
れ
た
の
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
て
、
視
野
が
さ

ら
に
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」

（井
岡
）。

眼
科
疾
患
の
多
く
は
命
に
関
わ
る
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
視
力
が
落
ち
る
と
、
生
活
の
質
の

低
下
も
確
実
に
進
む
。
「私
た
ち
が
受
け
取
る
情

報
の
う
ち
、
お
よ
そ
８
割
は
視
覚
か
ら
得
ら
れ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
目
が
見
え
に
く
く
な
る
と
、

ど
に
注
意
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
当
院
で
は
、
退

院
後
も
定
期
的
に
通
院
し
て
い
た
だ
き
、
経
過
を

慎
重
に
見
守
っ
て
い
き
ま
す
」
と
、井
岡
は
話
す
。

こ
う
し
た
手
術
体
制
は
、
〈
甲
和
２
年
１０
月
に

井
岡
の
就
任
を
き
っ
か
け
に
強
化
さ
れ
た
。
白
内

障
手
術
の
ほ
か
、
眼
球
の
内
部
を
満
た
し
て
い
る

ゼ
リ
ー
状
の
硝
子
体
（し
ょ
つ
し
た
い
）
の
疾
患
に

対
す
る
手
術
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
フ」れ
は
、

眼
球
に
小
さ
な
穴
を
数
力
所
あ
け
て
器
具
を
挿

入
し
、
出
血
な
ど
で
混
濁
し
た
硝
子
体
に
治
療

を
施
す
も
の
。
極
め
て
精
緻
な
技
術
が
求
め
ら
れ

る
高
度
な
手
術
だ
。
「患
者
さ
ん
の
安
全
性
を
担

保
す
る
た
め
に
、
手
術
を
す
る
と
き
は
院
外
か
ら

経
験
豊
富
な
眼
科
医
を
招
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
手
術
器
具
・装
置
は
い
ず
れ
も
最
新

の
も
の
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
か
ら
、
安
心
し
て

任
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
井
岡
は

胸
を
張
る
。

仕
事
や
家
事
な
ど
日
常
生
活
に
支
障
が
出
ま
す

し
、
転
び
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
在
宅

で
療
養
し
て
い
る
高
齢
者
の
な
か
に
は
、
テ
レ
ビ

だ
け
が
楽
し
み
と
け
つ
方
も
い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
う
け
つ
方
か
ら
視
力
を
奪
う
こ
と
は
、
生
活
の

質
を
著
し
く
損
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
井

岡
は
言
い
、
さ
ら
に
続
け
た
。
「も
う

一
つ
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
は
、
日
の
疾
患
が
全
身
の
疾
患
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
糖
尿
病
か
ら

網
膜
症
に
な
っ
た
り
、
膠
原
病
か
ら
ド
ラ
イ
ア
イ

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
日
の
診
察
を
機
に
、
重
大

な
病
気
が
見
つ
か
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
視
力
な
ど
に
違
和
感
を
覚
え
た
ら
、

先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
専
門
医
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
。

な
る
ほ
ど
、
目
を
守
る
こ
と
は
生
活
の
質
を
守

る
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
全
身
の
健
康
を
守
る

こ
と
に
繋
が
る
。
一品
齢
に
な
っ
て
も
、
イ
キ
イ
キ
と

健
や
か
に
、
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く
上
で
、
眼
科

医
療
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
井
岡
は

そ
の
責
任
を
充
分
に
自
覚
し
、
み
よ
し
市
民
の
目

と
全
身
の
健
康
を
守
っ
て
い
こ
つ
と
し
て
い
る
。

超高齢社会における

限科医療の果たす役割。

0高齢社会の進展に伴い、自内

障や緑ぬ障、ドライアイなどを患う

人は年々増えている。みよし市民

病院の眼科は、こうした疾患に対

して適切な治療を行い、高齢者

の視力を守り、生活の質を守るべ

く取り組んでいる。

●さらに、眼科が果たす役割はそ

れだけではない。日の検査・診断

を通じ、全身の疾患の兆しを早期

にとらえる役割も担う。同院の眼

科は、健康長寿を支える上で、市

民にとってなくてはならない存在と

いえるだろう。

〔

〓

＞

「

引

ｍ

『

０

と

嘔 0監 U醜 腿
●
糖
尿
病
が
網
膜
症
や
黄
班
症
を
起
こ
す

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
日
の
病
気

と
全
身
の
病
気
と
の
関
連
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
、
さ
ら
に
脳
梗
塞
や
脳
腫
瘍

な
ど
も
同
様
に
日
の
障
害
を
誘
発
す
る
。

●
高
齢
に
な
れ
ば
、
定
期
的
に
「
眼
底
検

査
（日
の
奥
の
血
管
や
神
経
の
状
態
を
詳

し
く
調
べ
る
検
査
と
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
。
眼
科
と
身
近
に
つ
き
合
う
こ
と
で
、
目

の
疾
患
だ
け
で
な
く
、
本印
に
関
わ
る
病
気

を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

中日新聞リンクトvol.33タイアップ
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新任医師―をご紹介.します!
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―

―
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眼科医長 井岡 1大樹

白内障や硝子体の疾患などに対し i」R

目にやさしい手術を積極的に行つ す。

い の お か  だ い き

一 眼科の医師になられたのはど

うしてですか。       |

学生の頃は、漠然と内科へ進もうと

考えていました。でも、いろんな診療科

を研修するなかで眼科の専門性の高さ

を知り、興味を持ったんです。目のレー

ザー治療など、眼科医にしかできないこ

とがあ
',ま
すし、手を動かす治療が多い

ことも自分に合っていると思いました。

一 みよし市民病院の患者さんに

ついてはどんな印象ですか。 |

高齢の患者さんが多いように感じて

います。70代、80代でも皆さん、元気

に暮らしていらっしゃいますが、日の加

齢変化は確実に進んでいます。加齢に

伴う白凸障、緑内障、あるいはドライア

イなどで悩んでいる方が多いですね。

眼科では、それぞれの疾患に応じて、日

薬やレーザー治療、手術などを提案し

ています。

イ
／
】
【韓
楳

患者さんのお話を一生懸命聞いて、

より良い治療法や療養生活を考えていとま
サ

ー

十ｒ

‐

専門領域に
― |てください。i l l l ― | | |

| もともとあ専門は循崇柔氏村で(大
1学卒業後は心臓カテ■テル治療を数

1多く経験させてぃただきましたきその後、.

ICU(集中治療室)、敗急科に勤務し、F

l芥十秒を争う救憲患者さんや童症

1患者|んの全身官饗の分野で石汗学を
:積んできました。いっイぎう、高山市や中

1津 !|1市 |いうを呼阜県の中印部で、主
に地域の高齢1者の方々を対象とし、内

科医として10年間ほど勤務しましたとそ| | |   ! . | | ― | | |
うした豊富な経験をべ■スに、この病

院では総合内科医として、さまざまな疾

患に幅広く対応しています。 | |  |

下 みよし市民病院の患者さんに

| |ついてはどんな印象ですか。| |
― みまし市は豊国市に近いので、会社|
勤務の方が多いかと思つていましたとで

も、1実際は農家の方、それも高齢の方
―

が多いんですよね。果樹園や水田を管|

テ里している地元の方々とお話しするの
|

はとでも楽しいですね。症状やお困りご|

とはもちろん、ど家族や生活のことも一|

生懸命お聞きしますとそして、‐人ひと

りの生活背景まで理解して、より良い

治療法を考えた
'プ

(院内外のスタッフと

協力して、退院後の療養生活へ繋ぐよ

う努めてぃますと      ―  | |

― これ|からの抱負をお聞かせくだ
―

| さい。| | |  ―  ― ― | |

1特別な疾患ではなく、1普通の疾患を

普通に治し、普通の生活に戻っていた

だくことが(医師にとって大切なことだ

と考えてぃます。その治療のブロセスを

丁寧に見守っていきたいですね。また、

この地域はラテン系民族の患者さんが

結構多くいらっしゃるので、新たにポルト

ガル語とスペイン語の勉強を始めまし

た。外国籍の方ともしっかり意思F束通|

して、より良い医療を提供していきたい

と思います。   |      |  ―

― どんな治療に力を入れていま

すか。     |   ―

たとえば、高齢者の方に多い白内障

や硝子体 (しょうしたい)の疾患を根本

的に治す一つとして、手術療法があり

ます。そこで必要な方には、最新医療

機器を用いて、目にやさしぃ手術を積

極的に行っています」手術では、外部か

ら経験豊富な医師を招いて安全性を

担保しています。また、手術したら終わり

ではなく、その後も定期的に通っていた

だき、術後の経過をしっかり確認するよ

う努めています。手術によって視力が

回復し、「よく見えるようになった」と言っ

ていただけるのが、医師として一番大き

な喜びです。

~地
域の皆さんにメッセージをお

願いします。

コロナ禍で、眼科の受診を控えてい

る方が多いと思いますが、特に緑内障

などは目薬が切れると、病気が進行す

るリスクがあります。できれば、必要な

受診は続けてほしいですね。また、自分

自身で、日の見え方を片目ずつ確認す

るなど、ご家庭でできるセルフチェックも

意識して心がけていただきたいと思い

ます。

2020年 10月に就任した村瀬先生に
インタビューしました。

2020年8月に就任した井岡先生に
インタビューしました。
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1990年名古屋大学医学部卒業後、小牧市民病院で4年間循環器内科を中

心に研修。名古屋大学大学院医学研究科にて学位取得。その後、内科医とし

て約10年間地域医】寮に従事。その後、大学病院の救急部・集中治療部で約

10年急性期医療に携わる。2020年 10月より現職。

日本内科学会 総合内科専門医・認定医、

日本循環器学会 専門医、日本救急医学会

専門医、日本集中治療医学会 専門医

略歴 …………… 資格。所属学会 ……………

Profile

略歴 …………………………………………………………………………………………………

2014年、名古屋大学医学部卒業。名鉄病院で初期研修を受けた後、名古

屋大学医学部附属病院へ。2020年名古屋大学大学院医学系研究科博士

課程修了。その後、公立陶生病院で眼科医として経験を積み、2020年 8月よ

り現職。

資格・所属学会 ………………

日本眼科学会 会員
日本眼科学会 眼科専門医

Profile

田 こころの健康維持O 仕事や学習、友人との電話、料理など、毎日行ういくつかの活動と時間を決めましよう。 田 こころの健康維持¢ 食欲が無くても、時間が来たら少量でもいいので何かを口にしましょう。



総合内科ドクターが伝えたい
03 04

安全に食べられるように昼食前にみんなで「お口の体操」を。
一　

ヾ

「コロナ禍の

01
健康診断は
機会を逃さずに。

毎年、皆さんのところには、自治体や

健康保険組合から定期健診や各種検

診のお知らせが届くと思います。そうし

た健診・検診については、機会を逃さ

ず、受けていただきたいと思います。新

型コロナウイルスヘの感染を懸念され

る方もいらっしゃると思いますが、病院

では安全に検査を受けていただけるよ

う万全の配慮をしています。ぜひ、安心

して来院してください。

看護部
から
メッセージ

総看護師長

高橋和恵

02
持病の治療を

中断しないで。

生活習慣病や基礎疾患を持ってい

る方は、コロナ禍でも通院を中断しない

でほしいと思います。定期的に検査を

することで、病気の悪化をしっかり食い

止めることができます。たとえば、薬が要

らない場合でも、かかりつけ医が「○力

月後に来てください」と言うのであれば、

きちんと守ることが大切です。新たな病

気を早期発見するためにも、受診の継

続をお願いします。

03
散歩などで

運動量を増やして。

みよし市には、市民のためのスポー

ツ教室がいろいろあ
'サ

ますが、今はコ回

ナ禍で中止されています。そのため以

前に比べ運動量がガタッと減り、体調

を崩している方もいらっしゃいます。必

要な運動量を確保するため、できる範

囲で散歩などの運動を心がけてほしい

ですね。私も毎日万歩計をつけて動い

ていますし、休日は保田ケ池や三好池

の周りをジョギングしています。

食事をしたことはあるか、人混みの場所に行っ

たことはあるか、など、三密回避の有無を確認

してから、外来を受診していただいています。

窮屈な自粛生活はもうしばらく続きそうです

が、ウォーキングなどの運動やバランスの良い

食事を心がけ、毎日の健康管理に努めていた

だきたいと思います。

05
みまし市民病院を支える

g ぶチーム活動

新型コ回ナウイルス感染症拡大の影響で、当院の3

階・3病棟 (療養病棟)では1年以上前から、患者さん向け

のレクリエーションを中止しています。ただ、それによって、

入院中の活動量の低下が懸念されていました。

コ回ナ禍でも何かできないかと、令和2年 10月から始

めたのが、昼食前の「お回の体操」です。平日のお昼前、

食堂に集まってきた患者さんに対し、言語聴覚士がイラス

トを描いたボードを掲げながら、日や舌を動かす運動を指

導。感染予防にしっかり配慮しつつ、患者さんはできるだ

け大きく口を開けて体操しています。「以前は食事の直前

まで寝ている方も多く、食も細くな
')が
ちでした。でも、声を

出した切、国を動かすことによって、唾液も出て、国内の食

べる準備が整います。誤味を防ぎ、安全に食べていただく

上でとても有効だと実感しています」(言語聴覚士)。 この

取り組みを始めて、病棟看護師からも「患者さんの声が出

るようになった」という声が上がっています。ゆくゆくは、お

国の体操をさらに充実させ、レクリエーションヘと発展させ

ていきたい考えです。
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新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、

受診を控える方が増えています。

こんなときでも、「これだけは心がけてほしい」というポイントを、

総合内科専門医の村瀬吉郎副院長からお話しします。

●

,9

パネルを使って

わかりやすく

お話ししています。

皆さんも一緒に
「ウ～」のお回!
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気になる症状があればお気軽にお電話ください。

コ回ナ禍でも良好なコミュニケーションを。

金職員で接遇マナー向上に取り組んでいます。

当院では令和2年 4月、それまで別々だった接遇委員会と

相談・虐待委員会が一つになり、合同で活動を開始しました。

その幅広い活動のなかから、今回は、接遇に関する取り組み

についてご紹介します。

接遇向上については、毎月1回テーマを定めて取り組んで

います。たとえば最近は、マスク越しでも患者さんとコミュニ

ケーションが取れるように、「オロ手の目をしっかり見て話しましょ

う」「挨拶する時は回だけじゃなく、頭を下げましょう」などの

テーマを設定。1カ月後、評価シートを用いて、部署ごとにテー

マを達成できたかどうか振り返っています。

その他、コロナ禍でなかなか開催できない院内研修の代

わりに、DVDによる研修も行っています。最近では、クレーム

対応策をまとめたDVDを委員会メンバーが制作。各部署で

DVDを視聴し、接遇のスキルアップに努めています。さらに年

に1回、全職員が自分の身だしなみを確認し、チェックシートに

記入。その内容を部署ごとに集計し、結果を発表する取り組

みも続けており、着実に成果を上げています。

コロナ禍で病院に足を向けにくい方もい

らっしゃると思います。当院では院内感染防

止対策を徹底していますので、何か気になる

症状があれば、事前に電話連絡の上、ためら

わずに受診していただきたいと思います。

院内の感染防止対策で強化しているのは、

来院された方への問診です。最近、大人数で
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接遇・相談・虐待委員会 PART l接 遇 偏ぇ伊ιをか

こころの健康維持Q テレビ電話や音声通話など、リアリレタイムに人とコミュニケーションを取る時間を。 田 こころの健康維持C 起床と就寝の時間を決め、一買してその睡眠リズムを保つようにしましょう。


